
京都大学
学術研究支援室
（KURA）の紹介

＠紀要編集者ネットワーク
キックオフセミナー
『紀要』の可能性

2017/03/24



KURAとは？

https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/support/

https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/support/


KURAのミッション
より良い研究環境の構築に向けて

• 外部資金獲得の支援

• 産官学連携本部との連携による活動支援

• 研究支援の世界的視野での展開

• 研究力分析手法（IR）の開発と活用

• 研究環境改善に向けた企画立案

• 研究活動の社会還元に向けた双方向コ
ミュニケーションのデザイン

• URAの知識・技術の高度化の推進



URAによる具体的取組例（１）

• 外部研究資金獲得と研究運営支援

– 公募情報の収集・周知
• 研究者に向けて周知・個別案内を発信

• 学内説明会を開催

– 申請支援＋申請書作成の支援

• 研究プランの提案・相談

• 申請書作成のブラッシュアップ（添削・
計算チェック、図表作成等）

– 成果発信・公開の支援

• シンポジウムや国際会議の開催支援

• 成果の公開・広報支援

本会に関連する事例１↓



経験に基づいたノウハ
ウをもとに、研究資金
獲得のための申請書
の作成を支援します

• テニヲハ、誤字脱字の
チェック

• 計算書のチェック
• 図表作成支援
• 申請書内の一貫性の

確認
• 修正案・文言の提案

↓

可読性の向上

事例１



URAによる具体的取組例（２）
• 学内ファンド（一部）の運営および運営支援

– 再配分システム構築

– 次世代のための研究環境整備の支援

本会に関連する事例２↓



本会は、学際融合教育研究推進センターの協力のもと
《分野横断プラットフォーム構築事業》として、実現したものです。
∪

Ｒ
Ａ

学際融合教育研究推進センターの
学内公募事業

研究者の構想

事例２



URAによる具体的取組例（３）

• 部局を超えた共通needs, 
wantsへの対応・支援・企画

– 研究成果の社会に向けた発信

– 研究者とその活動の「見える
化」

京都大学研究者の活動や成果を
京都大学内外へ広く伝えることを目
的として、京都大学学術研究支援
室が企画・運営するサイト。

K.U.Research

本会に関連する事例３↓



本学の研究者の
論文以外の研究
成果出版物（図
書）を可視化する
ことを目的として、
京都大学学術研
究支援室（KURA）
が、京都大学生活
協同組合ショップ
ルネ、京都大学学
術出版会、京都大
学附属図書館、各
出版社の協力の
もと、企画・運営
するサイトです。

事例３：京都大学新刊情報ポータル



さて、そこで、、、

本日のテーマである「紀要」を、よりよく可視化
するために、どのような工夫・提案ができるか？



http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/bulletin/

http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/bulletin/


ページが縦に長い

部局誌、学会誌、ゼミ報告書などが混在

継続誌と終了誌が混在

学術誌と広報誌が混在

「投稿したい人」のための情報が整理され
ていない（投稿規定が見つけにくい）

オープンアクセス化の効果をさらに高めれば「可
読性」も高まり、各方面からより高い評価を得られ
るようになる

但し、そのためには紀要編集者と図書館の協力体
制の強化が必要（その間を繋ぐのがURA）

分野分類に合わ
せてページを分
割・階層化

していただければいいな・・・

サイト構築のご努力ご尽力は
重々承知の上で、
あえて申し上げると



提案、支援を行い

組織・人・資金をつなぎ

サイクルを生み出す

研究・教育力の強化に資する

ご用命
承ります！

KURAのミッション
より良い研究環境の構築に向けて
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